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●11月のし尿汲取り日

●11月のごみ収集日

決められた日時を
必ずお守りください。

収集地区 収集日収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

16日（月）2日（月）

24日（火）9日（月）

25日（水）10日（火）

26日（木）11日（水）

17日（火）4日（水） 25日（水）

18日（水）

18日（水）5日（木）

汲取り地区

頓原・志々

赤　名

来　島

汲取り日

7日（土）

21日（土）

18日（水）

11日（水）

28日（土）

　21日（土）

資源物

［クリーン㈱］　 72-1401（頓原地域）
［クリーン㈱］　 76-2441（赤来地域）

頓　

原

赤　

来

雲南市
飯南町事務組合
ホームページ

雲南夢ネットのデー
タ放送や雲南市・飯
南町事務組合ホーム
ページでも確認する
ことができます。

町区、敷波（古城・稲荷・田鍬下）

赤名（上市・中市・下市）、衣掛団地、宮ノ下団地
下赤名住宅地区
上赤名、下赤名、谷、上来島（上来島・安江・横路）、小田真木
野萱（琴麓、町道下三日市橋）、下来島
上来島（杉戸）、野萱（塚原・三日市・野萱・下三日市）

川東、川西（南）

都加賀、奥畑、上区、花栗、長谷、寺沢
敷波（田鍬西・田鍬東・琴引中・琴引奥）
佐見、獅子、川西（谷川・西・才谷1・才谷2）、志津見、角井

［いいしクリーンセンター］　 72-9217

●中山間地域研究センター　　76-2025
https://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

秋季のツキノワグマに注意！

ホームページはこちら

こんにちは中山間地域研究
センターです。
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飯南高校セラピー

　今年も全国各地でクマに関するニュースが流れ、皆さ
まも強い関心を持たれているのではないでしょうか。秋
は、きのこ狩りや登山、キャンプなど行楽のシーズンで
すが、クマとの遭遇に注意が必要です。

●クマの出没傾向
　秋のクマは、冬眠に備えてドングリなどの木の実を大
量に食べます（野生状態でどのくらいのドングリを食べ
ているのかは分かっていませんが、冬眠に必要な量をい
ろいろな条件を考慮して計算するとミズナラの種子で
約325kgです）。人里へ出没するクマの件数は、木の実
の豊作年には少なく、凶作年には増加します。毎年県内
で実施している木の実の豊凶調査から今年は並作傾向
です（速報値）。
　このため、今秋の出没数は昨年より多くなると予想さ
れます。
　クマに出会わないために、次のことを心掛けてください。

　クマに人の存在を知らせることが重要です。
　きのこ狩りや登山、キャンプなどで山に入るときは、ク
マとの遭遇を避けるために、必ず鈴やラジオ、ホイッスル
などで、クマが人に気づく前に人の存在をクマに知らせ
ましょう。

　クマは、うす暗い早朝や夕暮れの時間帯には、餌を探
して活発に行動します。山や果樹園などには行かないよ
うにしましょう。

　クマを人家周辺へ誘引するカキなどの果樹は、早めに
収穫するか電気柵で囲いましょう。また、生ゴミや放棄
野菜は捨て場を決めて電気柵で囲うか、掘り返されない
ように土中に深く埋めましょう。
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　先月、飯南高校の1年生に森林セラピーを体験していただきました。 
　天候が心配されましたが、プログラム中は雨に降られることもなく、ブライン
ドウォークなど、時間いっぱい森林散策や森林安息を楽しんでいただきました。
　ブラインドウォークとは、2人1組でペアを作り、1人が目を閉じ、もう1人がサ
ポートしながら歩くワークです。森林セラピーでは“五感”で感じ取ることを大切
にしており、こうした体験を通して感覚を研ぎ澄ませていきます。人が無意識の
うちに頼りがちな視覚情報を遮ることで、その他の感覚がより鋭くなるのです。
　体験中のグループの中には、目で見えていないはずの植物がそこに“ある”こ
とを第六感で感じ取っているような、とても感覚の鋭い生徒もいました。
　飯南町出身の生徒にも、県外からはるばる学びに来ている生徒にも、“五感”
を通して感じる飯南町の森は新鮮だったと思います。
　飯南町に暮らす私たちにとって、森は非日常ではなく「日常の一部」として身
近に存在しています。だからこそ、普段から慣れ親しんだ森であっても、ガイドと
一緒に歩くことで、今までとは違った新しい森の表情を発見していただけたの
ではないでしょうか。（杉山）

　毎年、秋になると森の中にわたあめや
キャラメルのような甘い香りが漂います。
　甘い香りの正体は“桂（かつら）”の木。
“香の木”とも呼ばれるほど香りが強く、綺
麗に黄葉するので森で甘い香りを感じた
ら近くに桂の木を見つけられるかもしれま
せん。

かつら

音で知らせよう1

早朝や夕暮れ時には注意2

誘引物を管理3

●クマと出会わないために

子グマには注意!!子グマの近くには母グマがいます。絶対に近づいてはいけません。
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